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第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子 第７因子 第８因子
（87） －１．５５９３ －１．２３６１ －１．３４４５ -1.3642 －１．６０８５ -0.9322 －１．１７１４ －０．７４８６
（20） －３．４１１６ -1.0643 －１．６２９７ －１． ４７６ －２．７１３１ -2.0892 －１．６４０２ －０２７５８
（98） －０．７０４７ －１．０２６７ －１．１４３９ －０．０８６８ -0.5984 －１．１１５４ －１．５９ ８ －０．９７６１
（42 －１．２１ ７ 0.6354 －１．３５６３ -0.6759 －０． １６０ －１．１９３７ －１．８５５３ -0.0035
（128） －０．４９７２ －１．３３６４ －０．７２４２ －１．３４３４ －０．７１８３ －０．７６５６ －０．２ １９ －１．４６３０
（２） － ．４２２０ 2.0243 －１．３５９３ －５． ６３ ０．０２８０ ２．９６７２ 1.7111 －４．４３６８
（７） 0.8525 －２．０１１７ 4.1344 -2.0345 －１．２８３７ －０．２３７１ 0.9225 －１．９５６１
（１） 1.6008 -1.1498 0.1039 3.0572 －５．４０９３ －８．９６０３ 1.5574 -8.7307
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ている。従ってこの類型は経営規模は比較的小
さく，稲作を中心とした農業もしくは稲と野菜
の農業を女子労働力を基幹労働力として行って
いる。農業収入が重要性を持ち（第１種兼業)，
臨時雇・日雇の兼業収入も重要なものとなって
いる。
Ｄ類型の分布をみると(図11)，1975年ではそ
のほとんどが奥能登に分布し，加賀では加賀市
三谷，山中町東谷奥，金沢市場涌谷，津幡町河
合谷の４地区（いずれも山間部）にすぎない。
いずれの地域とも通勤には交通が不便で，さら
に地域内には製造業・サービス業・卸売・小売
業などの就業機会がほとんどないため兼業種は
臨時雇や日雇が多くなっている。ところが,1985
年でみると，県下でこのＤ類型は輪島市三井地
区だけになっている。同地区は能登の中で内陸
に位置し，林業が最も盛んな所で，森林組合の
林業労働者としての雇用兼業が多くなっている
のである。
Ｅ類型この類型もまた負の因子得点であ
り，大きな得点を示すのは第８因子，第４因子，
第２因子である。従ってＥ類型の特徴は農家経
営では兼業に重点がおかれ，兼業種は恒常的勤
務であるが，女子の自営兼業も多い。農業労働
は女子に依存しているほか老令者にも依存して
いることである。
Ｅ類型の分布をみると，1975年では，加賀に
おいては加賀市，小松市，手取川扇状地上，金
沢市，津幡町など金沢平野に広範に展開してい
る。能登では羽咋市，富来町，輪島市大屋，内
浦町だけである。これが1985年には加賀の平野
部ばかりでなく山間部にも拡大し，農業の収入
源としての重要性が減少して，農業は女子労働
力依存へと移行している。奥能登ではいずれの
地区も農業の重要性が減じている。
Ｆ類型この類型は第６因子，第２因子，
第７因子が正の得点で大きく，第４因子，第８
因子，第１因子で負の得点が大きい。従ってＦ
類型は稲作を主とした農業では女子労働力が重
要な役割を演じているものの農業への収入源依
存は低く，女子の自営兼業に特色がある。分布
をみると1985年の加賀市瀬越，同塩屋の２地区
だけである。瀬越村はかって日本海に雄飛した
北前船の船主が多く，もともと農業は盛んでは
なかった。塩屋はまた加賀における唯一の漁業
基地であり，同様に農業は盛んではなかったの
である。
Ｇ類型この類型は第３因子の正の得点，
第４因子，第２因子，第８因子の負の大きな得
点である。従って農業経営は稲と野菜の複合経
営であり，農業労働力には恵まれている一方で，
女子や老令者による農業も多く，農業労働力の
多くが女子労働力に依存している点が特徴であ
る。
Ｇ類型の分布をみると，1975年では加賀市月
津，金沢市安原および内１１１，１９８５年の加賀市月
津，金沢市安原および内川と羽咋市下甘田の７
地区である。これらの地区ではいずれも野菜栽
培に農業の主柱を置いている農家が多い。一方
で恒常的勤務などの兼業農家も多いのである。
栽培される野菜は，すいか，だいこん（いずれ
も県外出荷産品),葉茎菜類(主として県内市場）
などである。臨時雇用労働力として付近の住宅
団地の主婦など女子労働力を雇用している。
Ｈ類型この類型は1975年の加賀市塩屋地
区だけであり，表２によると第４因子が正の得
点で大きく，負の得点で大きいのは第６因子，
第８因子，第５因子である。従って農業は稲作
を中心としつつも日雇･臨時雇や自営業（漁業）
が重要であり，農業は女子や高令者によってい
るのが特徴である。
1975年から1985年の変化以上のような８
つの因子にもとずく1975年と1985年の農業類型
を比較すると，石川県における10年間の農業変
化を把握することができる。
８つの類型のなかで1975年に卓越していたＥ
（58/193)，Ａ（54/193)，Ｄ（41/193）はいず
れも兼業が卓越する第２種兼業農家であり，兼
業種は恒常的勤務および自営業である。農業は
稲作を主として，女子および高令者に労働力を
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表３石１１１県における農業類型の変化
（1975～85年） まず変化しなかった（類型間の移動がなかっ
た）のはＡ類型24地区，Ｂ類型６地区，Ｃ類型
11地区，Ｄ類型１地区，Ｅ類型49地区，Ｇ類型
３地区となり，Ｅ類型すなわち農家収入の中心
が恒常的勤務や自営業などの兼業にあり，農業
は女子や高令者によって行われているものであ
るが，このＥ類型は1985年に70地区と増加して
いる。最も著しい増加をみたのがＣ類型すなわ
ち，第２種兼業農家で，兼業種は雇用兼業であ
る。雇用兼業の内容は男子が日雇，女子が製造
業やサービス業への就業である。1985年にはこ
のＣ類型とＥ類型で192地区のうち145地区
（75.5％）を占め，ＢＧを除く他の類型は激
減しているのである。注目に値するのはＥ類型
からＧ類型への変化であり，羽咋市下甘田地区
である。すいかと大根の野菜，柿栽培が盛んな
地区であり，総農家数16戸のうち，販売金額１
位が野菜とする農家が５戸，同じく果樹が２戸
であり，農産物販売金額はいずれも1,000万円以
上となっている。Ｆ類型の２地区は前述のとお
認
依存している。一方比較的農業の比重が大きい
類型としてＧ（３／193）があるが，他は全て第
２種兼業農家が卓越し，兼業種はＢ（13/193）
が自営業，Ｃ（23/193）が雇用兼業（臨時雇・
日雇）であった。そしていずれの類型ともに農
業は女子によってなされているのである。これ
らの農業類型が10年間に表３に示したような変
化を遂げているのである。
輪島市
図１２石111県の農業地域の変化（1975-1985）
Ａ～Ｅ、Ｇはそれぞれ農業類型を示す
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であることが明らかになった。
因子分析の結果，８つの因子を抽出でき，そ
れぞれ次のように解釈した。第１因子は経営規
模・経営内容，第２因子は兼業内容・農家労働
力，第３因子は農家労働力・農家の性格，第４
因子は農家労働力・兼業内容，第５因子は農業
経営・兼業内容，第５因子は農業経営・兼業内
容，第６因子は農家労働力・農業経営，第７因
子は農業経営・農家労働力，第８因子は農家労
働力・兼業内容である。
それぞれの因子の得点分布からみると，石川
県の農業は兼業化の深化と農業労働の女子労働
力，高令者への依存，わずかながら水稲単作農
業から稲と野菜の複合経営への移行が生じつつ
あるb能登・加賀山間部と加賀平野部における
男女の就業形態の著しい相違が明らかとなっ
た。すなわち前者では男子の兼業種は臨時雇・
日雇，自営業に限られるのに対し，後者では恒
常的勤務が圧倒的に多い。この点，女子はこの
ような地域差が明確にはならない。
８つの因子得点をクラスター分析して，農業
の地域区分を行った。その結果８類型を得たが
その分布から，能登と加賀における農業変化の
地域差が明確になった。さらに加賀においては
都市と農業地域との関係が都市を中心とする圏
構造として把握でき，これらの圏構造と砂丘地，
平野，山間地といった土地条件の相違とも密接
な関連をもつことが明らかとなった。
リである。
以上の石川県の農業変化を模式化すると，図
12に示すようになろう。同図に示したように石
川県の農業の変化をみる際にもまずとりあげね
ばならないのが，能登と加賀の相違であろう。
能登は地形上の半島であると同時に経済社会的
にも岬端性を示す地域といえよう。すなわち，
前述もしたが，能登には第２次産業，第３次産
業の就業機会を提供できる都市が存在しない。
確かに輪島市輪島（漆器産業)，珠洲市飯田･能
都町宇出津・穴水町穴水（周辺農村の市場町)，
七尾市七尾（港町・観光）が存在するが周辺の
農村部から労働力および生産物を吸収するまで
には至っていない。従って加賀でみられるとこ
ろの都市を中心とした同心円構造，すなわち市
街地を囲むようにＥ類型が分布し，その一部に
はＧ類型が立地し，その外側にＣ類型，Ｂ類型，
Ａ類型が立地するといった空間構造を形成でき
ないのである。それ故，能登では1975年から８５
年にかけて，類型およびＡ類型からＣ類型への
移行（兼業種の変更）が生じたにすぎない。こ
れに対して，加賀では都市が拡大し，従ってこ
れを囲む労働力供給圏であるＥ類型の地域も外
側に拡大し，点在するＧ類型も拡大，Ｂ類型の
縮少もしくはＡ類型への移行となって生じてい
るのである。
Ｖおわりに
本研究の目的は，従来定性的もしくは特定指
標を用いた研究，微細地域の研究によって論じ
てきた石川県の農業について，多変量解析によ
り検討することとした。1975年と85年の農林業
センサス旧市区町村データをあわせて同時に分
析した。385行46列の地理行列に因子分析を施
し，因子負荷量の検討から，最終的には385行３６
列の地理行列に因子分析を施した。この段階で
石川県では生産物として果樹，工芸作物，畜産
（乳牛・肉牛・豚)，施設園芸などが未成熟であ
り，耕地を借入れたり，農業臨時雇を雇い入れ
て農業の大規模経営を実践している農家が少数
本研究を進めるにあたって，本学部の伊藤悟
助教授にはパーソナルコンピュータの解析プロ
グラムの作成・データ行列作成のアドバイス，
さらには解析結果を解釈する際の注意と多大な
援助を受けた。またデータ集収では北陸農政局
統計課の方々にお世話になりました。以上を記
して感謝いたします。
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